
毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ

さ
い
。

き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
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・

ワ
す
中
ノ、
 

と
れ
た
で
し
よ
 ノ
・
 

今
年
も
、
真
赤
に
色
づ
い
た
「
つ
が
る
」
。
 金
山
の
高
橋
始
さ
ん

方
の
り
ん
ご
園
で
は
、
早
速
、
賑
や
か
な
、
り
ん
ご
も
ぎ
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
 「あ
っ
ち
が
大
き
い
、
い
や
、こ
っ
ち
だ
」
と
、両
手
に

余
る
程
の
大
き
な
り
ん
ご
に
、
園
児
達
は
大
よ
ろ
こ
び
。
 

（
五所
川
原
幼
稚
園
）
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点々と、マツタケー。 

秋
は
、
キ
ノ
コ
。
 

市
の
東
部
、
中
山
山
脈
の
、
奥
深
い
 

山
小
屋
に
、
北
限
の
マ
ツ
タ
ケ
と
、
 

起
居
を
共
に
す
る
 

松

野
武

雄
さ
ん
を
訪
ね
、
 

お
話
を
お
伺
い
し
て
み
ま
し
た
o
 

松
野
武
雄
さ
ん
の
プ

ロ
フ
ィ

ル
 

夢
は
マ
ツ
タ
ケ
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
0

マ
ツ
タ
ケ
を研
究
し
続
け

て
ニ
十
数
年
。
県
農
林
事
務
所
松
茸
栽
培
試
験
研
究
員
と
して
、
県

内
の
マ
ツ
タ
ケ
山
の
保
護
管
理
と
技
術
の
指導
を
し
て
い
ま
す
。
 

七
十
一
歳
。
市
内
飯
詰
・
白
旗
野
に
お
住
ま
い
で
す
。
 

マ

2 

ツ
タ
ケ
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市
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山
小
屋
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る

松
野
武
雄
さ
ん
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訪
ね
、

お
話
を
お
伺
い
し
て
み
ま
し
た
。

北
限
の
マ
ツ
タ
ケ
と
、

松
野
武
雄
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ル

夢
は
マ
ツ
タ
ケ
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
。
マ
ツ
タ
ケ
を
研
究
し
続
け

て
二
十
数
年
。
県
農
林
事
務
所
松
茸
栽
培
試
験
研
究
員
と
し
て
、
県

内
の
マ
ツ
タ
ケ
山
の
保
護
管
理
と
技
術
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

七
十
一
歳
。
市
内
飯
詰
・
白
旗
野
に
お
住
ま
い
で
す
。



,
 

0
話
に
は
聞
い
て
い
た
け
ど
、
ず
い
ぶ
ん
険
し
い
と
こ
ろ
だ
の

ー
い
 

松
野
 
ん
だ
な
。
マ
ツ
タ
ケ
は
、赤
松
林
の
、
こ
ん
な
所
で
ね
ば
生
ね
は

で
な
ー
。
 

O
今
年
は
マ
ツ
タ
ケ
、
ど
う
で
す
か
。
 

松
野
 
例
年
に
比
べ
れ
ば
、半
分
以
下
だ
の
。
里
の
稲
、
不
作
だ
ば
、
山
の

も
の
も
ま
い
ね
は
で
な
。
八
月
に
ぐ
ん
ぐ
ん
気
温
が
高

ぐ
な
ね
ば
、土
の

中
で
、
キ
ノ
ゴ
の
菌
も
育
ね
だ
な
ア
。
 

0
松
野
さ
ん
と
、
マ
ツ
タ
ケ
の
出
合
い
っ
て
、ど
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
で
す
か
。
 

松
野
 
も
ど
も
ど
山
は
好
き
で
あ
っ
た
ん
だ
。
こ
の
場
所
は
、
昔
、
 「松

茸
奉
行
」
が
居
で
管
理
し
た
程
マ
ツ
タ
ケ
の
あ
っ
た
所
だ
け
ど
、
あ
ま
り

の
採
り
っ
ぱ
な
し
で
、土
が
荒
れ
で
年
々
消
え
で
い
ぐ
の
が
、わ
が
っ
て
い

だ
。
そ
れ
で
、二
十
数
年
前
、
こ
の
国
有
林
を
借
り
で
マ
ツ
タ
ケ
を
「自
生
」
 

が
ら
「
増
や
す
」
ご
と
を
考
え
だ
の
し
1
0
 

マ
ツ
タ
ケ
は
勢
い
の
い
い
キ
ノ
ゴ
で
、
自
分
が
生
ぎ
る
た
め
に
は
、
囲

り
の
菌
を
全
部
食
べ
で
し
ま
う
ん
だ
。
 一
本
の
マ
ツ
タ
ケ
を
、
い
つ
ま
で

も
採
ね
で
お
げ
ば
、
辺
り
に
は
全
く
生
ね
ぐ
な
っ
て
し
ま
う
は
で
な
。
 

0
知
れ
ば
知
る
程
、
深
く
な
る
ー
。
 

松
野
 
ん
だ
0キ
ノ
ゴ
は
菌
が
牛
認
だ
は
で
、土
質
と
、水
と
お
日
様
の
、ち

ょ
う
ど
い
い
関
係
だ
べ
な
。
こ
の
三
拍
子
揃
っ
た
ど
ご
さ
、
マ
ツ
タ
ケ
の
菌
 

を
分
散
し
て
植
え
れ
ば
キ
ノ
コ
に
な
る
、
っ
て
筈
だ
ば
て
、そ
う
は
、

・フ
ま

ぐ
い
ぐ
も
で
ね
。日
照
り
が
続
け
ば
、下
の
、あ
の
沢
が
ら
、ポ
、
ノ
プで
水
を

汲
ん
で
ま
が
ね
ば
ま
い
ね
し
、日
蔭
に
な
れ
ば
、木
の
枝
も
払
わ
ね
ば
ま
い

ね
。
里
に
居
で
畠
で
も
つ
く
る
、
と
い
う
訳
に
は
い
が
ね
な
ア
。
 

0
と
こ
ろ
で
松
野
さ
ん
は
、
お
名
前
も
松
野
武
雄
さ
ん
で
す
け
ど
ー
。
 

松
野
 
ま
さ
か
マ
ツ
タ
ケ
さ
関
わ
る
ど
思
っ
て
つ
け
だ
名
前
で
は
な
い
ど

も
、
今
だ
ば
親
さ
感
謝
し
て
し
た
じ
ゃ
。
マ
ツ
タ
ケ
み
た
い
に
、
こ
ろ
ほ

ど
元
気
だ
も
の
ー
。
 

O
こ
れ
か
ら
の
夢
は
ー
。
 

松
野
 
な
ん
と
い
っ
て
も
、
こ
の
山
を
、立
派
な
マ
ツ
タ
ケ
山
に
す
る
こ
と
o
 

こ
e
辺
の
前
田
野
目
、
松
野
木
、
戸
沢
な
ど
の
マ
ツ
タ
ケ
山
を
育
で
で
、
 

五
所
川
原
を
マ
ツ
タ
ケ
山
の
ふ
る
さ
と
に
し
て
な
ア
o
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

と
て
も
七
ー
一
歳
と
は
思
え
な
い
軽
い
足
ど
り
で
、
す
い
す
い
山
を
歩
 

く
松
野
さ
ん
で
し
た
。
 

マ
ツ
タ
ケ
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
ま
で
、
二
匹
の
ワ
ン
公
と
 
緒
の
山

小
屋
生
活
で
す
。
 

〇
採
1
1
た
松
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は
、
研
究
用
で
す
の
で
市
販
は
し
て
い
ま
せ
ん
e
 

松
野
さ
ん
の
力
で
い
っ
ば
い
の
松
茸
山
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な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
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す
い
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ぶ
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な
。
マ
ツ
タ
ケ
は
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赤
松
林
の
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こ
ん
な
所
で
ね
ば
旬
ね
は

で
な
l
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O
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年
は
マ
ツ
タ
ケ
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ど
う
で
す
か
。

松
野

例
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に
比
べ
れ
ば
、
半
分
以
下
だ
の
。
旦
の
稲
、
不
作
だ
ば
、
山
の

も
の
も
ま
い
ね
は
で
な
。
八
月
に
ぐ
ん
ぐ
ん
気
祖
が
高
ぐ
な
ね
ば
、
土
の

中
で
、
キ
ノ
ゴ
の
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も
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ね
だ
な
ア
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O
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と
、
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の
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い
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、
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か
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で
す
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。
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も
ど
も
ど
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で
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昔
、
バ
松

茸
奉
行
」
が
居
で
管
理
し
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程
マ
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だ
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ど
、
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採
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な
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で
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え
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い
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を
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自
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」

が
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や
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ご
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え
だ
の
し
l
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ぎ
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た
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全
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、
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の
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し
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じ
ゃ
。
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み
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に
、
こ
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ほ

ど
元
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の
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に
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い
足
ど
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で
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す
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す
い
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を
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松
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ん
で
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で
、
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と
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緒
の
山
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屋
坐
活
で
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の
で
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し
て
い
ま
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。
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私
の
風
景
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益
 
田
 
ヤ
ス

子

さ
ん
 

（一
市
内
幾世
森
ニ
七
の
一
四
）
 

「街
が
見
え
る
辺
り
」
 

五
所
川
原
津
軽
凧
の
会
会
長
の

一
戸
幸
雄
さ
ん

（
藻川
・
川
袋
）
 

は
、
こ
の
ほ
ど
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

五
角
型
の
虫
絵
の
凧
を
市
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
 

津
軽
凧
の
会
（
会
員
五
十
人
）
 

は
、
毎
年
二
月
、
岩
木
川
の
河
川

敷
や
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会

場
に
大
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

津
軽
凧
の
伝
統
継
承
と
、
白
い

雪
原
に
響
く
 
「グ
ン
グ
ン
」
 
の
う

な
り
を
体
感
で
き
れ
ば
ー
と
、
製

作
の
心
を
語
っ
て
下
さ
いま
し
た
。
 
 

津
軽
ア
ス
ナ
口
短
歌
会
 

東
京
に
発
ち
ゆ
く
姪
に
抱
か
れ
て

み
ど
り
児
無
心
に
小
さ
き
手
を
振

る
 

吉
田
 
勇
蔵
 

出
奔
の
家
族
が
住
み
し
二
階
家
を

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
確
か
め
て
い
る
 

赤
坂
千
賀
子
 

自
給
自
足
の
た
め
に
植
え
た
る
馬

鈴
薯
の
花
終
わ
る
頃
玉
音
を
聞
く
 

青
山
 
栄
治
 

う
っ
す
ら
と
需
た
つ
街
を
歩
み
来

て
ひ
と
日
の
講
義
の
テ
キ
ス
ト
思
 

●

フ
 

蝦
名
 
麗
子
 

男
た
ち
の
晩
年
は
み
な
貧
し
柁
し

た
と
う
れ
ば
茂
吉
も
西
田
幾
多
郎

も
 

大
沢
 
寿
夫
 

雨
つ
づ
き
残
り
し
り
ん
ご
の
色
着

き
も
当
て
な
き
ま
ま
に
空
仰
ぎ
見

る
 

三
上
き
よ
み
 

お
わ
び
 
十
月
一
日
号
の
市
議
会

議
員
の
阿
部
春
市
氏
の
名
前
が
春

一
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
わ
び
致
し
ま
す
。
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五
所
川
原
と
金
木
の
ほ
ぼ中
間
、
 

毘
沙
門
の
三
三
九
号
線
を
、
私
は

二
十
年
間
毎
日
車
で
通
っ
て
い
ま

す
。
朝
は
慌
た
だ
し
く
こ
の
風
景

に
背
を
向
け
て
つ
っ
走
り
ま
す
。
 

タ
方
、
仕
事
の
帰
り
は
、
岩
木
山

と
津
軽
平
野
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
ド
ラ
イ
ブ
気
分
で
す
。
前

方
に
市
内
が
見
え
て
き
て
、
子
供

達
は
も
う
帰
っ
て
い
る
か
な
、
今

夜
は
何
を
食
べ
さ
せ
よ
う
かな
と
、
 

仕
事
を
忘
れ
て
気
分
転
換
と
な
る

所
で
す
。
 

又
、
冬
は
地
吹
き
の
難
所
で
も

あ
り
ま
す
。
最
近
よ
う
や
く
防
雪

柵
を
作
る
工
事
を
し
て
い
ま
す
。
 

行
き
も
帰
り
も
な
ぜ
か
、
私
は
こ

こ
が
好
き
で
、
こ
こ
を
通
り
過
ぎ

る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
 

,
 

曾

意
の
花
か
ご
）
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋
谷
敏
代
表
）
廿
十
万
円
。
 

⑥
く
る
み
園
へ
 

〇
津
軽
野
保
育
園
（
渋
谷
守
夫
代
表
）
廿
園
児
に
よ
る
楽
器
演
奏
、他
。
 

o
白
本
た
ば
こ
産
業
岡
廿
た
ば
こ
七
十
五
箇
。
 

⑥
市
体
育
協
会
へ
 

〇
照
秀
会
五
所
川
原
支
部
（
原
田
市
太
郎
代
表
）
廿
舞
踊
チ
ャ
リ
テ
ィ
 

発
表
会
益
金
と
し
て
五
万
円
。
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「
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が
見
え
る
辺
り
」

益

田
ヤ
ス
子
さ
ん

(市
内
幾
世
森
二
七
の
一
四
)

五
所
川
原
と
金
木
の
ほ
ぼ
中
間
、

毘
沙
門
の
三
三
九
号
線
を
、
私
は

二
十
年
間
毎
日
車
で
通

っ
て
い
ま

す
。
明
は
慌
た
だ
し
く
こ
の
風
景

に
背
を
向
け
て
つ
っ
走
り
ま
す
。

夕
方
、
仕
事
の
帰
り
は
、
岩
木
山

と
津
畦
平
野
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
ド
ラ
イ
ブ
気
分
で
す
。
前

方
に
市
内
が
見
え
て
き
て
、
子
供

述
は
も
う
帰

っ
て

い
る
か
な
、

A
7

夜
は
何
を
食
べ
さ
せ
よ
う
か
な
と
、

仕
事
を
忘
れ
て
気
分
伝
換
と
な
る

所
で
す
。

又
、
冬
は
地
吹
き
の
難
所
で
も

あ
り
ま
す
。
最
近
よ
う
や
く
防
雪

柵
を
作
る
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

行
き
も
帰
り
も
な
ぜ
か
、
私
は
こ

こ
が
好
き
で
、
こ
こ
を
通
り
過
ぎ

る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

善
意
の
お
か
ご

五
所
川
原
津
軽
凧
の
会
会
長
の

一
戸
幸
雄
さ
ん
(
藻
川
・
川
袋
)

は
、
こ
の
ほ
ど
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

マ
l
ク
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

五
角
型
の
虫
絵
の
凧
を
市
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

津
軽
凧
の
会

(
会
員
五
十
人
)

は
、
毎
年
二
月
、
岩
木
川
の
河
川

敷
や
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会

場
に
大
会
を
聞
い
て
い
ま
す
。

津
軽
凧
の
伝
統
継
承
と
、
白
い

雪
原
に
響
く
「
グ
ン
グ
ン
」
の
う

な
り
を
体
感
で
き
れ
ば
|
と
、
製

作
の
心
を
語

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

。
社
会
福
祉
へ

O
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所

@
く
る
み
園
へ

O
津
軽
野
保
育
園

(渋
谷
守
夫
代
表

)
l
園
児
に
よ
る
楽
器
演
奏
、
他
。

O
日
本
た
ば
こ
産
業
側

1
た
ば
こ
七
十
五
箇
。

@
市
体
育
協
会
へ

O
照
秀
会
五
所
川
原
支
部

(原
田
市
太
郎
代
表
)
l
舞
踊
チ
ャ
リ
テ
ィ

発
表
会
益
金
と
し
て
五
万
円
。

(嶋
谷
敏
代
表
)
H

十
万
円
。

画

ヨE
津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会

東
京
に
発
ち
ゆ
く
姪
に
抱
か
れ
で

み
ど
り
児
無
心
に
小
さ
き
手
を
振

吉

田

勇

蔵

る出
奔
の
家
族
が
住
み
し
二
階
家
を

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
確
か
め
て
い
る

赤
坂
千
賀
子

自
給
自
足
の
た
め
に
植
え
た
る
馬

鈴
薯
の
花
終
わ
る
頃
玉
音
を
聞
く

青
山

栄

治

う
っ
す
ら
と
霜
た
つ
街
を
歩
み
来

て
ひ
と
日
の
講
義
の
テ
キ
ス
ト
思

蝦

名

鹿

子

フ男
た
ち
の
晩
年
は
み
な
貧
し
位
し

た
と
う
れ
ば
茂
吉
も
西
田
幾
多
郎

大

沢

寿

夫

も雨
つ
づ
き
残
り
し
り
ん
ご
の
色
着

き
も
当
て
な
き
ま
ま
に
空
仰
ぎ
見

三
上
き
よ
み

るお

わ

び

十

月

一
日
号
の
市
議
会

議
員
の
阿
部
春
市
氏
の
名
前
が
春

一
と
な

っ
て
い
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
わ
び
致
し
ま
す
。
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婦
人
部
が
結
成
さ
れ
た
の
は
平
成
三
年
五
月
。
部
 

員
は
二
十
八
名
。
 

三
つ
の
誓
い
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

社
会
に
良
い
こ
と
を
。
 

町
内
に
良
い
こ
と
を
。
 

自
分
に
良
い
こ
と
を
。
 

一
、
の
社
会
に
良
い
こ
と
で
は
、毎
年
、秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
実
施
期
間
の
一
日
、
手
づ
く
り
の
マ

ス
コ
ツ
ト
を
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
み
な
さ
ん
ヘ
プ
レ
ゼ

ン
ト
。団
地
内
の
駐
在
所
の
職
員
と
一
緒
に
な
っ
て
、
 

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

の
町
内
に
良
い
こ
と
で
は
昨
年
、
町
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
と
婦
人
部
と
の
昼
食
会
を
催
し
、
楽
し
い

交
流
の
一
日
をす
ご
し
ま
し
た
。又
、火
災
に
は
充
分

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
、と
、
防
火
を
呼
び
か
け
た
、
手

づ
く
り
の
し
お
り
を
毎
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
今
年

は
子
供
ね
ぶ
た
や
歩
行
者
天
国
な
ど
ま
ち
の
お
祭
り

へ
は
、
婦
人
部
挙
げ
て
の
積
極
的
な
参
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

の
自
分
に
良
い
こ
と
で
は
昨
年
、
抹
茶
の
作

法
や
、
お
正
月
用
の
生
け
花
を
勉
強
。
「今
年
は
、
ア

レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ

ー
と
、
デ
ィ
ス
コ
に
挑
戦
で
す
。
い

い
汗
流
し
て
、
ス
カ
ッ
と
い
き
ま
す
よ
」
と
、
明
る

い
笑
顔
の
新
岡
み
よ
志
さ
ん
（
代
表
）
で
し
た
。
 

訪問 

喝＠鵬＠ 
町内 

「
今
年
は
、
デ
ィ

ス
コ
で
す
」
 

松
島
町
八
丁
目
婦
人
部
 

手づくりマスコツトをプレゼント 

(
 

。
 

緑いっぱいの、 

きれいなまちlこ 

やめましょう！田譲「聾・郵 

「ゴミの不法投棄」 

「ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
や
め
ま

し
ょ
う
」
と
九
月
二
十
八
日
、
五

所
川
原
市
と
、五
所
川
原
保
健
所
、
 

鯵
ケ
沢
保
健
所
の
共
催
で
、
ゴ
ミ

不
法
投
棄
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
内
を

一
巡
した
あ
と
、
前
田

野
目
の
山
中
に
不
法
に
捨
て
ら
れ

た
、
家
屋
解
体
の
も
の
と
思
わ
れ

る
ゴ
ミ
を
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
、
野

里
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
運
び
ま
し
た
。
 

せ
っ
か
く
の
美
し
い
緑
を
破
壊

す
る
不
法
投
棄
は
絶
対
止
め
て
ほ

し
い
、
と
関
係
者
は
頭
を
痛
め
て

い
ま
し
た
。
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よ
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手
い
笑
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の
新
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み
よ
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心
さ
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で
し
た
。

やめましょう

ミの不法投棄」

緑いっぱいの、
きれいなまちに-。

.コ
「
l

「
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
や
め
ま

し
ょ
う
」
と
九
月
二
卜
八
日
、
五

所
川
原
市
と
、
五
所
川
原
保
健
所
、

鯵
ケ
沢
保
健
所
の
共
催
で
、

ゴ
ミ

不
法
投
棄
防
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た。

市
内
を

一
巡
し
た
あ
と
、
前
田

野
日
の
山
中
に
不
法
に
片
山
て
ら
れ

た
、
家
屋
解
体
の
も
の
と
思
わ
れ

る
ゴ
ミ
を
ト
ラ
ッ

ク
で
回
収
、
野

旦
の
ゴ

ミ
捨
て
場
に
運
び
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
の
美
し
い
緑
を
岐
壊

す
る
不
法
投
棄
は
絶
対
止
め
て
ほ

し
い、

と
関
係
斉
は
頭
を
痛
め
て

い
ま
し
た。
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い
夏
に
 

更
に
、
十
月
七
日
、
県
に
対
し
、
次
の
 

ニ
十

一
項
目
の
陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
 

①
天
災
融
資
法
の
早
期
発
動
及
び
 

び
農
業
共
済
損
害
評
価
の
特
例
措
置

激
甚
災
害
法
の
指
定
 

⑤
水
稲
種
子
の
確
保
及
び
助
成
措

②
自
作
農
維
持
資
金
の
融
資
枠
確
 

置
 

保
と
貸
付
限
度
額
の
引
き
上
げ
 

⑥
飯
米
の
供
給
確
保
 

③
制
度
資
金
の
償
還
条
件
の
緩
和
 

⑦
他
用
途
利
用
米
の
全
量
自
主
流

措
置
 

通
米
価
格
買
入
及
び
特
例
作
況
調

④
農
業
共
済
金
の
早
期
支
払
い
及
 

整
の
実
施
 

飯詰地区を視察する森内勇県議会
農林常任委員会委員長（左） 

実
ら
な
い
秋

ー
O
 

今
年
は
、
極
端
な
日
照
不
足
の
年
と
な
り
、
農
作
物
の
成
育
に
、
 

大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
水
稲
は
、
近
年
に
無
い

最
悪
の
事
態
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
八
月

六
日
、
 1五
所
川
原
市
不
順
天
候
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
状
況
等
連

絡
会
議
」
を
設
置
、
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
 

①
八
月
六
日
 
「
五
所
川
原
市
不

順
天
候
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
状

況
等
連
絡
会
議
」
 
の
設
置
 

②
八
月
十
五
日
 
「
農
事
指
導
情

報
」
の
毎
戸
配
布
（
市
広
報
に
折

り
込
み
）
 

③
八
月
十
七
日
 
「
五
所
川
原
市

農
作
物
異
常
気
象
対
策
本
部
」
 
の

設
置
 

④
八
月
二
十
日
 
「
五
所
川
原
市

農
作
物
異
常
気
象
対
策
本
契
議
」
 

⑤
八
月
二
十
七
日
 
農
家督
励
及
 

'
 

び
現
地
調
査
の
実
施
（
農
作
物
異

常
気
象
対
策
本
部
）
 

⑥
八
月
二
十
七
日
 
農
林
水
産
省

東
北
農
政
局
生
産
流
通
部
斎
藤
次

長
が
現
地
調
査
 

⑦
八
月
三
十
一
日
 
青
森
県
議
会

農
林
常
任
委
員
会
（
委
員
長
森
内

勇
）
が
現
地
調
査
、
七
項
目
の
要

望
書
を
提
出
 

⑧
九
月
一
日
 
農
林
水
産
省
木
村

政
務
次
官
が
現
地
調
査
 

木
村
政
務
次
官
、
青
森
県
知
事
、
 
 

⑧
低
品
位
米
の
全
量
買
上
げ
措
置

⑨
米
穀
の
予
約
概
算
金
の
返
納
に

係
る
利
子
の
減
免
措
置
 

⑩
転
作
目
標
面
積
の
緩
和
措
置
及

び
早
期
配
分
 

⑩
水
田
の
稲
作
復
元
に
対
す
る
助

成
措
置
 

⑩
稲
わ
ら
の
有
効
利
用
に
対
す
る

助
成
措
置
 

⑩
土
地
改
良
区
一
般
賦
課
金
及
び

圃
場
整
備
賦
課
金
の
繰
延
べ
措
置

⑩
塗
『
に
関
す
る
試
験
研
究
の
強
化

⑩
良
食
味
、耐
冷
品
種
の
開
発
強化

⑩
所
得
税
等
の
減
免
措
置
 

⑩
農
業
者
の
就
労
対
策
 

⑩
不
正
規
流
通
米
の
防
止
対
策
の

強
化
 

⑩
生
活
福
祉
資
金
貸
付
費
補
助
の

増
額
 

⑩
特
別
交
付
税
の
増
額
措
置
 

＠
高
校
授
業
料
の
減
免
及
び
就
学

援
助
 

農
家
の
み
な
さ
ん
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
、
が
ん
ば
っ
て
参
り

ま
し
よ
う
。
 

青
森
県
農
林
部
長
に
七
項
目
の
陳

情
書
を
提
出
 

⑨
九
月
七
日
 
食
糧
庁
永
田
次
長

が
現
地
調
査
 

⑩
九
月
十
七
日
 
「
五
所
川
原
市

農
作
物
異
常
低
温
災
主
対
策
本
部
」
 

設
置
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木村守男農林水産政務次官が
桃崎地区を視察（左） 

五
所
川
原
市

農
作
物
異
常
低

温
 

災
害
対
策

本
部
設

置
ま
で

の
経
緯
 

《
 

戸
 

夏ら
な

木村守男農林水産政務次官が
桃崎地区を視察 (左)

五
所
川
原
市
農
作
物
異
常
低
温

災
害
対
策
本
部
設
置
ま
で
の
経
緯(農

作
物
異

①
八
月
六
日
「
五
所
川
原
市
不

順
天
候
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
状

況
等
連
絡
会
議
」
の
設
置

②
八
月
十
五
日
「
農
事
指
導
情

報
」
の
毎
戸
配
布

(市
広
報
に
折

り
込
み
)

③
八
月
十
七
日
「
五
所
川
原
市

農
作
物
異
常
気
象
対
策
本
部
」
の

設
置

①
八
月
二
十
日
「
五
所
川
原
市

農
作
物
異
常
気
象
対
策
本
部
会
議
」

⑤
八
月
二
十
七
日
農
家
督
励
及

び
現
地
調
査
の
実
施

常
気
象
対
策
本
部
)

⑤
八
月
二
十
七
日
農
林
水
産
省

東
北
農
政
局
生
産
流
通
部
斎
藤
次

長
が
現
地
調
査

⑦
八
月
三
十

一
日
青
森
県
議
会

農
林
常
任
委
員
会

(
委
員
長
森
内

勇
)
が
現
地
調
査
、
七
項
目
の
要

望
書
を
提
出

③
九
月

一
日
農
林
水
産
省
木
村

政
務
次
官
が
現
地
調
査

木
村
政
務
次
官
、
青
森
県
知
事
、

い
秋
l
。

青
森
県
農
林
部
長
に
七
項
目
の
陳

情
書
を
提
出

③
九
月
七
円

が
現
地
調
査

食
糧
庁
永
田
次
長

今
年
は
、
極
端
な
日
照
不
足
の
年
と
な
り
、
農
作
物
の
成
育
に
、

大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
水
稲
は
、
近
年
に
無
い

最
悪
の
事
態
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
八
月

六
日
、
「
五
所
川
原
市
不
順
天
候
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
状
況
等
連

絡
会
議
」
を
設
置
、
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

⑪
九
月
十
七
日
「
五
所
川
原
市

農
作
物
異
常
低
温
災
害
対
策
本
部
」

設
置

更
に
、
十
月
七
日
、
県
に
対
し
、
次
の

二
十
一
項
目
の
陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

び
農
業
共
済
損
害
評
価
の
持
例
措
置

⑤
水
稲
種
子
の
確
保
及
び
助
成
措

置⑤
飯
米
の
供
給
確
保

⑦
他
用
途
利
用
米
の
全
量
自
主
流

通
米
価
格
買
入
及
び
特
例
作
況
調

整
の
実
施

①
天
災
融
資
法
の
早
期
発
動
及
び

激
甚
災
害
法
の
指
定

②
自
作
農
維
持
資
金
の
融
資
枠
確

保
と
貸
付
限
度
額
の
引
き
上
げ

①
制
度
資
金
の
償
還
条
件
の
緩
和

措
置

①
農
業
共
済
金
の
早
期
支
払
い
及

飯詰地区を視察する森内勇県議会
農林常任委員会委員長 (左)

③
低
品
位
米
の
全
呈
買
上
げ
措
置

③
米
穀
の
予
約
概
算
金
の
返
納
に

係
る
利
子
の
減
免
措
置

⑬
転
作
目
標
面
積
の
緩
和
措
置
及

び
早
期
配
分

⑪
水
田
の
稲
作
復
元
に
対
す
る
助

成
措
置

⑫
稲
わ
ら
の
有
効
利
用
に
対
す
る

助
成
措
置

⑬
土
地
改
良
区

一
般
賦
諜
金
及
び

圃
場
整
備
賦
課
金
の
繰
延
べ
措
置

⑪
冷
害
に
関
す
る
試
験
研
究
の
強
化

⑬
良
食
味
、耐
冷
品
種
の
開
発
強
化

⑬
所
得
税
等
の
減
免
措
置

⑪
農
業
者
の
就
労
対
策

⑬
不
正
規
流
通
米
の
防
止
対
策
の

申
出
レ
U

⑬
生
活
福
祉
資
金
貸
付
費
補
助
の

曲
目
暗
闇

ふ
EF
ia
h

⑫
特
別
交
付
税
の
増
額
措
置

@
高
校
授
業
料
の
減
免
及
び
就
学

援
助農

家
の
み
な
さ
ん
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
、
が
ん
ば
っ
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

6 平成5年10)J1511 



ご家族お揃いでどうぞ―。 
主催 五所川原市文化振興会議

後援 五 所 川 原 市 

，月 	日 I 、与 会 	場 h
  

団 	体 	名 

10月 3日 10 : 00--12 : 00 中 央 公 民 館 県 	ド 川 	柳 	大 	会 川 柳 岩 木 吟 利 

10月31日 8 : 30'-16 : 30 中 央 公 民 館 第 33 回県下俳句大会 五 所 川 原 俳 句 会 

10月31日 

5 
11月 3日 

9 : 00---16 : 00 中 央 公 民 館 

第 33 回 菊 花 大 会 五 所 川 原 晩 香 会 

盆 	栽 	展 	示 	会 五 所 川 原 盆 栽 会 

絵 	画 	展 	示 	会 光 	 彩 	 会 

11月 2日 18 : 00-21 : 00 中 央 公 民 館 謡 	曲 	大 	会 五 所 川 原 宝 生 会 

11月 2日 

、 

11月 3日 

9: 00-46 】 00 中 央 公 民 館 

書 	道 	展 	示 	会 五 所 川 原 書 道 会 

盤 	景 	展 	示 	会 五 所 川、原 紫 操 会 

絵 	画 	展 	示 	会 五所川原チャーチル会 

市老人クラブ趣味の作品展示会 五所川原市老人クラブ連合会 

木 彫 作 品 展 示 会 趣味の木彫 （和交会） 

染 	色 	展 	示 	会 染 	色 	研 	究 	会 

ちぎ り 絵作品展示会 和 紙 ち ぎ り 絵 貴 装 

藤 作 品 展 示 会 藤 手 芸 趣 味 の 会 

洋 裁 作 品 展 示 会 洋 	裁 	教 	室 

華 	道 	展 	 会 示 

華 	道 	池 	坊 

華 	道 	遠 	州 	流 

華 	道 	小 	原 	流 

華 	道 	龍 	生 	派 

11月 3日 10 : 00-45 : 00 中 央 公 民 館 市 	民 	茶 	会 

茶 	道 	表 	千 	家 

茶 	道 	裏 	千 	家 

茶 	道 	遠 	州 	流 

茶 道 江 戸 千 家 

11月 3日 

10: 00'-'--ll : 00 

央 公 民 館 中 

筆 曲 	（琴） 発 表 会 松 	 葉 	 会 

ii: 00-12 : 00 民 	謡 	発 	表 	会 五 所 川 原 民 謡 協 会 

13 : 00---14 : 00 津 軽 三 味 線 発 表 会 津 軽 三 味 線 滝 栄 会 

14 : 00-15 : 00 詩 	吟 	発 	表 	会 五 所 川 原 吟 詠 会 

11月4日 13 : 00'-'14 : 30 中 央 公 民 館 舞 	踊 	発 	表 	会 綾 	 扇 	 会 

11月 5日 13 : 00--16 : 00 集合場所市中央公民館 市 内 文 化碑 め ぐ り 五所川原市文化振興会議 

11月7日 10: 00へノ12 : 00 中 央 公 民 館 植 物 研 究 発 表 会 津 軽 植 物 の 会 

11月 7日 9: 00-17 : 30 中 央 公 民 館 第 33 回県下短歌大会 五 所 川 原 短 歌 会 

12月11日 12 : 00-'21 : 00 市民文化会館 音 	楽 	発 	表 	会 五所川原音楽サークル 

7 平成5年10月15日 

ご家族お揃いでどうぞ一。
Jj 日 11寺 間 τiZL ζ 制ι日

10月3日 10 • 00~12 • 00 中央公民館

10月31日 8 • 30~16 • 30 中央公民館

10月31日

9 • 00~16 • 00 中央 公民館

11月3日

11月2日 18 • 00~21 • 00 中 央公民館

11月2日

9 • 00~16 • 00 中央公 民館

11月3日

11月3日 10 • 00~15 • 0。中央公 民館

10 • 00~11 .00 

11 • 00~12 • 00 
11月3日 中央公 民館

13 • 00~14 • 00 

14 • 00~15 • 00 

11月4日 13 • 00~14 • 30 中央公 民館

11月5日 13 • 00~16 • 00 集合場所市中央公民館

11月7日 10 • 00~12 • 00 中央公 民館

11月7日 9 • 00~17 • 30 中央 公民館

12月11日 12 • 00~21 • 00 市民文化 会館

7 平成5年10月lsn

主催

後援

五所川原市文化振興会議

五所川原市

n [-1:1 体 名

県 下 } 11 初11 大 コd=とト } 11 l'FIJ I』』IJ 木 吟 社

第 33同県下俳句大会 五所川原俳句会

第 33 [rll 菊花大会 五所川原晩呑会

盆 栽 展 乃え τiE2三h 五 所川原盆栽会

絵 函 展 刀可 dτzh zz 光 彩 dτzEzN t 

言語 曲 大 τ乏z〉zz 五 所川原宝生会

書 道 展 ηt τiE〉三 五 所川原書道会

盤 景 展 方言 iτEE3h Z 五 所川原紫操会

絵 画 展 刀て dZh ズ 五所川原チャーチノレ会

市老人クラブ趣味の作品展示会 五所川原市老人クラブ連合会

木彫作 品 展 示 会 趣味の木彫(和交会)

染 色 展 刀て d=zE=h t 染 色 研 究 4コ2ズh 

ちぎり 絵 作 品 展 示 会 手11 紙ちぎり絵貴装

篠 作 口口口 展 刀可 dZE h 篠 手芸趣味の会

洋裁作 品 展 示 会 洋 裁 教 室

華- 道 池 坊

華- 道 遠 州、| 流
華 道 展 刀て 4コz5=ht 

撃 道 原 流

華 道 音E 生 派

升ール4そ- 道 表 千 家

茶 道 裏 千 家
市 民 茶 d=E Eh 

茶 道 遠 州、| 流

茶 道 江 戸 千 家

等 曲 (琴 ) 発 表 会 松 葉 dZh ズ

民 言語 発 表 4τE』3g 五 所川原氏謡協 会

津軽 三 味線発表会 津軽 三味線 滝栄会

詩 l吟 発 表 4τE 』 五 所 川 原吟詠会|

舞ー 踊 発 表 dzh =z 綾 扇 ~ I 

市内文 化 碑 め ぐ り 五所川 原市文化振興会議

植物研 究 発 表 会 津 軽 植 物 の 必τz』z: 

第 33田県下短歌大会 五所 川 原短歌会

音 楽 発 表 4τZ』32 五所 川 原音楽サークノレ



全国防犯運動実施中．ノ 
ト目的 防犯意識の高揚と安全て可主みよ

い生活を二午る 

ト実施期問 平成 5 年10月20日（水）まてニ

ト活動重点 ①暴力追放（暴力団の排除） 

②少年の非行防止 ③自動車・自転ミ車 

等の盗難防止 

トスローガン 

・締め出そう 暴力団は街の敵 

・ さし〔7）べる 
手のぬくもりを どの子にも 

・忘れず、に 防犯登録 ツーロック 

五所川原地区暴力追放推進協議会

五 所 川 原 警 察 署 

第25回みんなの消費生活展 
日時 10月23日ぐiJ~24日（日） 

午前10時00分～午後 6 時30分 

会場 中三五所川原店 6 階催事場 

〇展示コーナー 生活学校コーナー・NTTコ 

ーナー （電話なんでもコーナー） ・郵便コーナ 

ー・貯蓄推進コーナー・生活設計コーナー・リ 

サイクルコーナー・消費見直しコーナー 〈包丁 

研ぎなど、無料サービスです〉 

間い合わせ 総合サービス課（内線281・282番） 

第11回私のまち写真コンテスト 
hノ右いのある環境にふさわしいまちの姿の 

写真を求めます。 

◇テーマ まちの表情や、 まちを舞台とした人 

て 	々のマ古劃Lコ 

例としては 

●美しいデザインの「まち」「ひろば」「街路（みち）」 

●うるおいとにぎわいのある「ショッピングストリート」 

●緑あふれるうるおいのある「まち」 

●ゆとりある、いきいきとした「駅前広場」 

●私のまちの「ライトアップ」 

◇I応募資格 どなたでも結構です。 

◇」応募締め切り 平成 6 年 1月15日（当H消印有効） 

◇発表 平成 6 年 6 月 

選考結果は、入賞者に直接通知するほか、都 

道府：県、市町村の庁舎などに掲示する入賞発 

表文書やカメラ雑誌等で発表します。 

◇主催 まちづく り月間実行委員会 

◇後援 建設省 

◇協賛 コニカ株式会社／日本カメラ他 

◇間い合わせ 建設部都市計画課まちづく り開 

発室 内線（291) 

講演会二 
〇日 	時 10)131日（日） 午後 IH、F 

〇場 所 五所川原市立図書館 2F 

〇講 師 長谷川成一氏（弘前大学教授・I 

I折川原ili史編集委員長） 

くフ演 題 「戦国末期の津軽地方について」 

〇研究発表 岩崎繁芳氏（北奥文化研究会会員） 

「津軽の新田村について」 

○主 催 北奥文化研究会 

第4回五所川原武道演武会 

「各武道の真髄をー同に会して御覧になれ,ます。」 

日 時 平成 5 年10月17日（日）午前 9時30分より

場 所 県立五所川原工業高等学校体育館

主 催 五所川原武道協議会 

（弓道会・空手道協会・柔道会・銃剣

道協’会・剣道協会・相撲協会・少林

寺拳法協会） 

種 目 ・弓道●空手●合気道（招待演武） 

・柔道●銃剣道●剣道●相撲●少林寺拳法 

幼児教育の大事なとき 

3歳になったら幼稚園へ 
五所川原市私立幼稚園協会ー 

レ願書配布 IOfl 15日～ 

レ願書受付 11月 1日～ 

※詳しいことは、 各幼稚園へ。 

ひまわり幼稚園（元町合（⑩5080番） 

富士幼稚園（みどり町 8丁目零3 l7974番） 

五所川原幼稚園（唐笠柳容 3 〕 5150番） 

聖心幼稚園（末広町客 :t2222番） 

第13回 五所川原市 

少年の主張発表大会 
明 lIを担う小学生・中学生の少年たち

が、家庭生活・学校生活及び地域社会の 

ー子、れあいの中で、 日ごろ考えていること

を発表する大会です。 市民のご来場を才b, 

待ちしています。 

・日 時 平成 5 年11月 5 日（釘 

午後 1 時～ 

●場 所 働く婦人の家（ 3 階ホール） 

●入場料 無料 

●問い合わせ 総合サービス課 

（内線281・282) 

ヒ
 

イ
 

文
 〇日 

〇場 

〇講 

平成5年10月15日 8 

第25囲みんなの消費生活展
日時 10fJ 23ト1(1)-24日(日)

午 前 1011年00分 一 午後 61I ，\~30分

会 場 中 三 五所川原底 6階催予場

0展示コー ナ一 生活学校コ ー ナ - .NTTコ

ー ナ ー (tg言汚なん でもコ ー ナー) ・垂引吏コー ナ

ー ・貯蓄推進 コー ナ ー ・生活設計コ ー ナ ー ・リ

サイ クル コー ナ ー ・消費見直 しコ ー ナ ー〈包 r
jiJfぎなど、 角膜事iトサ ー ビスです〉

問い合わせ 総合ザ ー ピス 諜 (内線281・282(8:)

第11回私のまち写真コンテスト
うるおいのある環境にふさ わ しいま ちの安の

写点を求めます。

。 テーマ まちの表情 や 、 まちを 妹台 とした 人

々の1舌切り。

f列としては ーー..

・美しいデザインの 「まちJ rひろばJ r街路 (みち)J 

・うるおいとにぎわいのある 「ショッピンク‘ストリー卜」

・緑あふれるうるおいのある 「まち」

・ゆとりある、いきいきとした「駅前広場」

・私のまちの 「ライトアップ」

。 応募資格 どな たでも 結 柿 です。

。 応募締め切り 平成 6午 l}]1511(、'illiiLi印布効)

O発表 平 成 6{ド 6月

選 考結 果は 、 入 賞省 に直接通知するほか、 市15

道 府県、市町 村 の庁舎な どに船示す る入 賞 発

表文書 やカメラ 雑誌等で発点 します。

。 主催 まちづく り月間実行委員会

。 後援 建 設 省

。 協賛 コ ニ カ株式会 社/日本 カメラ 他

。 問い合わせ 建設音15高15市計 l百l諜 まち づく り|井1

発室 内線 (291)

全国防犯運動実施中/
砂目的 防犯意識の高槻 と安全で住 みよ

い生活を 守 る

砂実施期間 平 成 5年 10川 201-1(.ホ)まで

砂活動重点 ① 暴 力追放 (暴力団の排除)

② 少年の 非行防止 ③ 自動車 ・自転 車

等 の盗難防止

砂スローガン

・締 め ，LI'，そう暴力団は街 の 敵

・さしのべる

手のぬくも り をどのチにも

・忘れずに 防犯登 録 ツ ー ロック

五所川原地区暴力追放俄進協議会

五所 川 原答察 署

i文化講演会 |
0 日 時 10川 3111(11) 午後 111，¥;

0場 所 li.所 川原 市立 |ヌ12:=館 2 r 
0講 師 長谷川成 ・氏(弘前 大 学教 段 ・li.

所川原di史私，1集 委員長)

0演 題 fi隣国末期の iIt粍地方につ い て」

0研究発表 岩崎繁万氏 (北 !処文化問究会会員)

riltL院の 新田村 につ い て」

0主 催北奥 文 化研究会

第4回五所川原武道演武会
「各武道の真髄を一同に会して御覧になれます。」

日時 平成 5{Iζ10J]17fl(1l)午 前 911キ30分 よ り

場所 県立 Fi.所 川 原 工業高 等学校体育館

主催 li所 川 原武道協議会

(弓道 会 ・空予道協 会 ・柔道会 ・銃剣

道協会 ・剣道協会 ・相撲 協会 ・少 林

，'f拳法協会)

種 目 ・ワ近 ・空子 ・合気道 Wl待泌氏)

.;t道 ・銃剣道 ・剣道 ・相撲 ・少林、子拳法

幼児教育の大事なとき

3歳になったら幼稚園へ
一五所川原市私立幼稚園協会-

b願書配布 10}]1511-

1>願書受付 ll1J111-

※洋しいこと は、各幼稚閑へ 。

ひまわり幼稚園〈元町宮⑪ 5080番〉

富士幼稚園〈みどり町8丁目宮@ 7974番 〉

五所川原幼稚園(唐笠柳宮⑮ 5150番〉

聖心幼稚園〈末広町宮⑪ 2222番〉

「一第13回五所川原市一「

」少年の主張発表大会J

明 11 を jll. う 小~，主 ・ 中学恨の少年たち

が 、家庭生活 ・学 校 生 活 及び地域社会 の

ふ れあいの '-1'で 、 1-1ごろ 考 えていること

を発表する 大会です。 di民 のご来場 をあ、

千寺 ち し て い ま す。

・日時 平成 5年 1Hj511(鎧

午後 111、子~

・場所 働 く財人の家(3階 ホ ー ル)

・ 入場 料 無料

・ 問 い合 わせ 総 合サービス 諜

(p人同泉 281・282)

平成5年'.10月15日 8 
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特別障害者手当等を 
受付しています 

■特別障害者手当 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1. 20歳以上で日常生活

に常時特別の介護を要

する右記の在宅重度障

害者。 

2．障害基礎年金等、障

害を事由とする年金の

受給者であっても対象

になります。 

3．身体障害者療養施設

等に入所している場合

及び病院等に3カ月以

上継続入院している場

合は受給できません。 

日常生活に常時特別の

介護を要する重度障害者

とは国民年金法施行令別

表1級程度の障害が重複

するもの又は同程度以上

と認められるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1．手当額は月額24,630 

円 

2．支払月は 2月、5月、 

8月及び11月の4期に

それぞれの前月分まで

を支払います。 

本人及び本人の配偶者

もしくは扶養義務者の前

年の所得が政令で定める

額を超えるときは、手当

の支給が停止されます。 

■II章害児福祉手当 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1.20歳未満で、精神又

は身体に障害があり、 

日常生活において常時

介護を要する右記の在

宅障害児。 

2．肢体不自由児施設等

に入所している場合及

び障害を支給事由とす

る年金を受給している

場合に対象となりませ

ん。 

日常生活において常時

介護を要する障害児とは

身体障害者当帳1級程度 

(2級の一部を含む。）の

障害又は特別児童扶養手

当1級、愛護手帳「Aj 

程度の障害のうち最重度

の障害と認められるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1．手当額は月額13,390 

円 

2．支払月は 2月、5月、 

8月及び11月の4期に

それぞれの前月分まで

を支払います。 

本人及び本人の配偶者

もしくは扶養義務者の前

年の所得が政令で定める

額を超えるときは、手当

の支給が停止されます。 

）問い合わせ 市福祉事務所（内線294) 

9 平成5年10月15日 

浅川 祥 作品展 
南仏からのエアメイル 

と き 10月1 日（金）- 30日（土） 

（午前9時～午後 7時、 日曜はお休み） 

ところ 画廊喫茶 野村伽緋店 

（本町中三駐車場向かい） 

1962 青森県五所川原市に生まれる 

1984 東京阿佐ケ谷美術学校卒業 

1987 渡仏 

1988--90 パリ銅版画アトリエ「アトリエ17」にてウイリアム 

・へーター氏に師事し、一版多色刷りの技法を修得 

1990 第6回版画ビエンナーレ「サルセル」入選、展示・発表 

1992 B.P石油主催「ョーロッパ若手アーティスト 

コンクール」入選 

1992 画廊喫茶 野村伽珠店にて個展 

1993 現在、南フランスに在住 

連絡先 五所川原市敷島町36-14 浅川育子・ 

TEL・FAX 0173一35一3927 

つ カ《 る 

第6回 東日流祭 
みなさんをハイテクの世界ノ＼ 

日日寺 10月23日(L)、 24日（日） AM1O : OO---IM4 :00 

場所 青森職業能力開発短期大学校（飯詰） 

（ポリテクカレッジ青森） 

主なイベント 

．公開講座（10/24) 

・流体力学の世界 

・新素材の展示 	 至市内 

・無人搬送車ロボットシステムの展示 

・恒温室による氷点下実験 

・カラオケ大会やビンゴ大会 

・TVゲーム大会（小中学生対象） 

・模擬店など 

主催 東日流祭実行委員会 

パートタイム労働総合相談所開設 
労働者0舛畠祉の向上で雇用拡大を図ります。 

ン日日寺 11月 5 日（金）13:30--18:加（国の機関は17:加まで） 

D場所 五所川原商二L会議所5F A会議室

＞相談対応機関 

国・労働基準局（監督署）‘婦人少年室・職業

安定所・税務署・社会保険事務所 

県・労政課・八戸労政事務所・労政課弘前市

駐在 

）参集配囲 

パートタイム労働者、パートタイムを雇用し

ている一般事業所及び経営者団体等 

※労働相談ガイ ドブック・働く女性のハンドブ

ック 配付予定 

特別障害者手当等を
受付しています

-特別障害者手当

象 者 障害の程度

1. 20歳以上で日常生活 日常生活に常時特別の

に常時特別の介護を要 介護を要する重度障害者

する右記の在宅重度障 とは国民年金法施行令別

害者。 表1級程度の障害が重複

2.障害基礎年金等、障 するもの又は同程度以上

害を事由とする年金の と認められるもの。

受給者て、あっても対象

になります。

3 身体障害者療養施設

等に入所している場合

及び病院等に3ヵ月以

上継続入院している場

合は受給できません。

手当額及び支払月 支給の制限

1 手当額は月額24，630 本人及び本人の配偶者

円 もしくは扶養義務者の前

2.支払月は2月、 5月、 年の所得が政令で定める

8月及び11月の4期に 額を超えるときは、手当

それぞれの前月分まで の支給が停止されます。

を支払います。

-障害児福祉手当

対 象 者 障害の程度

1 . 20歳未満で、精神又 日常生活において常時

は身体に障害があり、 介護を要する障害児とは

日常生活において常時 身体障害者当帳1級程度

介護を要する右記の在 (2級の一部を含む。)の

宅障害児。 障害又は特別児童扶養手

2 肢体不自由児施設等 当1級、愛護手帳 rAJ

に入所している場合及 程度の障害のうち最重度

び障害を支給事由とす の障害と認められるもの。

る年金を受給している

場合に対象となりませ

ん。

手当額及び支払月 支給の制限

l目手当額は月額13，390 本人及び本人の配偶者

円 もしくは扶養義務者の前

2.支払月は2月、 5月、 年の所得が政令で定める

8月及び11月の4期に 額を超えるときは、手当

それぞれの前月分まで の支給が停止されます。

を支払います。

b問い合わせ 市福 祉 事務所(内線 294)

9 平成5年10月15日

3矢川手羊 作晶属
南仏からのエアメイル

とき 10月 1日〈金)-30日〈土〉

(午前9時~午後 7時、日曜はお休み)

ところ 画廊 喫 茶 野 村 瑚 排J苫

(本mT中三駐収場向かU、)

1962 1占森県五所川原市に生まれる

1984 東京阿佐ゥ谷美術学校卒業

1987 渡仏

1988~90 パリ銅版画アトリエ「アトリエ17Jにてウィリアム

・へーター氏に師事し、 一版多色刷りの技法を修得

1990 第6図版画ビエンナーレ「サルセル」入選、展示・発表

1992 B. P石油主催「ヨーロッパ若手アーテイスト

コンクーノレ」入選

1992 画廊喫茶 野村効11排!苫にて個展

1993 現在、南フランスに在住

連絡先 五所川 原市敷島町36-14 浅川育子

T E L . FAX  0173-35-3927 

つがる

第6回東 日流 祭
みなさんをハイテクの世界へ

日時 10月23日(劫、 24日(n)AM10 : OO~PM 4 : 00 

場所 青 森 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学 校 ( 飯 詰 )

(ポリテクカレッジ青森)

主なイベント

・公 開講座(10/24)

.流体力学の世 界

・新素材の展示

~*l~週
-無人搬送車ロボッ トシステムの展示

.恒 温 室 に よ る 氷 点 下 実 験

・カラオケ大会や ビン ゴ大 会

.TVゲーム大会 (小中学生対象)

.模擬l苫など

主催 東日流祭実行 委員 会

ノ《ートタイム労働総合相談所開設
労働者の福祉の向上で雇用鉱大を回ります。

じ>日時 11月 5 日 樹 13:30~18 OO(国の機関は17∞まで)

仁>場所 五所川 原 商 工 会 議 所r5F A会 議室

b相談対応機関

国・ 労働 基準局 (監督署)・婦 人 少年室 ・職 業

安定所 ・税務署 ・社 会 保 険 事 務 所

県・ 労 政課 ・八戸労政事務所 ・労政課弘前市

馬主司笠

じ>参 集 配 囲

ノ守一 トタイム労働 者 、パー トタ イ ム を 雇 用 し

ている一般事業所及び経営者団体等

※労働相談ガイドブック ・働く女性のハンドプ

ック 配 付 予定
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二粗大ゴミの収集コ 

I反集月日 」反 	集 	V. 	」或 
申し込み
締めIJlJり 

11月5日 
旧市内、湊、湊団地、 

ノ」、曲 
11月 1 日 

11月6日 

若葉、松島町一 

（吹畑含む）、 
み，どり田］一、 

雇用促進住宅 

11月1 日 

11月17日 
七和、梅沢、長橋 

（興隆）、栄、松島 
11月11日 

11月19日 
飯詰、員劃少門、三好、 

中川（桃崎）、長富 
11月15日 

ン出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 

ベッ ト、 タンス、イス、 テーブル、 ミシン、 

ジュータン、机、空ドラム缶、 自転車、石油

ストーブ、 スノーダンプ 

>出せない物 リヤカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、 古タイヤ 

ン申し込み 保健環境課（内線269番） 

ン粗大ゴミには名札をつけてください。 （申告

と名札のない物は、収集しません。） 

>各家庭からの粗大ゴミは 3個までとします。 

収集日の朝8時まで出してください。 

農業用免税軽油交付申請受付 

「 秋の行政相談週間 
r 	10月17日～10月23日 

I 	相 談 日~ 

ンとき 平成5年10月22日（金）午前10時～15時 

Dところ 市役所総合サービス課（市民相談室） 

>問い合わせ 市役所総合サービス課 

(胃35-2111 ．内線281.282) 

ン行政相談員 田中文雄・JIは寸昌子 

＊役所等への手続きをしたいがどうしたらよレ、 

カ・。 

＊道路や狽リ溝が破損したり、交通安全施設がな

くて危険である。 

＊騒音、振動、悪臭等公害に悩まされている。 

＊登記、国土調査、農地、年金等でのことで困

一つて二いる。 

＊夫婦のいざこざ、遺産相続、姑と嫁の不和な

どで悩んでいる。 

平成 6年に使月手する農業用免税軽油の免税証 

の交イ寸申請書を受付一します。 

@）日時 平成5年11月12日 

午前 9時～午後 3日寺 

⑨場所 五所川原合同庁＝舎 1階相談室 

（五所川原市栄町10) 
⑥申請用紙 県税事務所、農業協同組合及び軽 

油販売店にあります。 

※農協、販売店に申請書の提出を依頼される 

方は、受イ寸日前までに農協、販売店へ。 

⑥必要書類等 

レ新規の方 

耕作証明書、使用機械の証明書、県証紙代 

(400円）、切手代（312円）、巨p鑑 

）継続の方 免税軽油使用者証、耕作証明書、 

切手代、印鑑 

レ書替えの方 免税軽油使用者証、耕作証明 

書、県証紙代、切手代、印鑑 

@）問い合わせ 五所川原県税事務所間税課 

電話 0173一34一2111（内線207・208) 

平成 5年10月15日 10 

の収集コミ、コ「組大
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収集月，1 収

締め切り

111市内、 t奏、湊団地、
11月 1日11月 5日

小曲

若葉、松島町

(r次畑含む)、 11月 1日11月 6日 みAどり 閉庁、

雇用促進住宅

11月17日
七和、梅沢、長 橋 11月11日
(興隆)、栄、松品

11月19日
飯詰、毘沙門、 三 好、 11月15日
中川 (桃崎)、 長官
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ジ ュ ー タ ン、机、空ドラム缶、自転車 、石油

ス トーブ、スノーダンプ

じ〉出せない物 リヤカ一、農機具、バイ ク、
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b申 し込み 保健環境諜(内線269番)

c>組大ゴミには名札をつけてく ださい。

と名札のない物 は 、収集しません。)
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収集日の朝 8時まで出 してください。
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択
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

成
分
献
血
、
四

0
0ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
献
血
に
よ
る
成
分
輸
血
療
法

は
、
輸
血
に
よ
る
感
染
や
副
作
用

を
大
幅
に
軽
減
し
、
治
療
効
果
も

高
く
安
全
で
す
。

し
か
し
、
今
年
度
は
、
四
月
か

ら
献
血
者
が
減
少
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
医
療
機
関
へ
の
供
給
が
危

慎
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

安
定
し
た
血
液
確
保
の
た
め
、

健
康
な
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

献
血
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

心
ば
か
り
の
お
礼
と
し
て
次
の
品

々
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
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オ
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ュ
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(
大
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書
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農業用免税軽油交付申請受付
平成 6年 に 使 用 す る 農 業 用 免 税 軽 油 の 免 税 証

の 交 付 申 請 書 を 受付 します。

。 日 時 平 成 5年 11月12日

午前 9時~午後 3時

五所川 原合同庁舎 1階 相 談 室

(五所川 原市栄町10)

。 申請用紙 県税 事務所、農業協同組合及び軽

油販売庖にあります。

※農協、販売庄に申請書の提出を依頼される

方は、受付'目前までに農協、販売居へ。

@ 必要書 類等

c>新規の方

耕 作証明書 、使用機械の証明書、県 証 紙 代

(400円)、切手代 (312円)、印鑑

仁〉継続の方 免税軽油使用者証、耕作証明書、

切手代、印鑑

仁〉書 替えの方 免税軽油使用者証、耕作証明

害、県証紙代 、切手代 、 印鑑

@ 問い合わせ 五所川 原県税 事務所問税課

電話 0173-34-2111 (内線 207・208)

。 場所

「秋の行政相談週間「
」一一10月17日~10月23日

~董E
じ> とき 平成 5 年10月 22 日 (金) 午前10時~15時

じ〉 とこ ろ 市役所総合サービス課(市民相談室)

仁〉問い合わせ 市役所総合サ ービス課

(宮 35-2111. 内線 28l.282)

仁〉行 政相談員 田中文雄 ・川村昌子

|お気軽にご相敵くださ い |

*役所等への手続きをしたいがどうしたらよい

カミ。

*道路や側溝が破損した り、交通安全施設がな

くて危険である。

*騒音、振動、悪臭等公 害に悩まされている。

*登記、国土調査、農地、 年金等でのことで困

っている。

*夫婦のいざこざ、

どで悩んでいる。

姑と嫁の不和な遺産相続、

10 平成5年10月15臼
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神無月 

八， 市役所ir35- 2111 ,  

う‘需曲ま曲需歯爵需需需需需*曲*需曲雷需密宙 

二一 身も心もさっlまり 	 申 

爵 “主 ‘~ 工H 三秦 ’~ 需
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ン内容：血圧相談、病気の相談、心の相談、 

健康についてのお話し 

>料金：無料 

ン持参するもの：健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応5じます。 
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病の予防にっいて」 

(11: 30-12: 00) 

幾島集会所 日
  

月
明
 

●
 

●
 
、

●
 
・
 

 

1
 
1
 
0
 
2
 
0
 
0
 
0
 

0
  

もし、あなたががん
と言われたら 

(10 : 30-il : 00) 

石田坂公民館 日
  

肋
因
  

.
 ．
 
」
一
．
 ,
 
 

1
 
1
 
0
 
2
 
3
 
0
 
0
 
0
 

 

もし、あなたががん
と言われたら 

(11 : 00-u1: 30) 

、
、
、
、
ノ
 

一
 
一
 一
 

コセ
 
ュ

タ
 

テ
中
 

イ
・ー

  

日
  

月
用
 

8
ー
  

!
 ，
 
、

●
 
・
 

 

1
 
1
 
0
 
2
 
3
 

0
 
0
 
0
  

	== 

「笑顔でいこう！」 
剃5回勤労青少年ホームフェスティバル 

（市文化・産業まつり同時開催） 

10月30日（旧 チャリティー前夜祭（18:30より） 

五所川原吹奏楽団演奏 

10月31日（日） 各サークル及び講座生作品展示

はがき絵・筆ペン字・手芸・陶芸・展示即売・組ひ

も実演・お茶会・ソフトバレーン」ぐール・チャリテ

ィーバザー・模擬売店 

会場 五所川原市勤労青少年ホーム（市民体育館隣り） 

主催 菊栄会（ホーム利用者の会） か 34-3602 

11 平成 5年10月15日 

のびのび赤ちゃん・満1歳 

宮森智子ちゃん（ーッ谷） 

母・房子さん おとなしいけれど、声が大

きいんですよ。今やっと歩くようになりました。 

思いやりのある人に育ってほしいですね。 

すくすく健診」 
D場所 市保健センター （新町バス停前） 

レ時間 受付- 12:30から 

健診 12 : 45から15 : 00までトの予定 

>持参するもの 母子1建康手帳、バスタオル 

3 歳児には個人通知いたします。 同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参

ください。 

※注意 ①3 カ月健診に来れなかった方は、神

経芽細胞腫（小児がん）の検査セッ トを、母

子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にも

らいにきてください。 ②病気療養中（特に伝

染性の病気）のお子さんはご遠慮ください。 

③不明な点は、保健環境課にお問い合わせく

ださい。 

月 	齢 対象児 期 	日 主 な 内 容 

3カ月児 
H5年 
7 月生まれ 

H5年 
11月 9 日因 

小児科診察、神経芽細胞腫
セソト配布、育児情報交換等 

6カ月児 
H5年 
4 月生まれ 

11月16日因 
離乳食の試食 
発達相談等 

1歳児 
H4年 
10月生まれ 

ii月22日（月） 
育児情報交換 
発達相談等 

1
6
 

歳
力
 
月
 
児
 

 

H4年 
5 月生まれ 

11月30日因 
小児科・歯科診察 
丈夫な歯と顎になるためのお話 

3歳児 
H2年 
5 月生まれ 

11月18日困 
小児科・歯科診察・尿検査
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター “母と子の相
談日（第 1 ・ 3 金曜日）” も御利用ください。 

/
  

E①月神無月

市役所宮35-21官官

******当者**********づき**会*ずt合会***
学 身も心、もさっ』まり '* 

E 健康相談室 5
*****合会*会合*****************~甘

い内容:血圧相談、病気の相J炎、心の相J炎、

健康についてのお話し

[>料金: 無料

[>持参するもの:健康予l帳(お持ちの )j)

保健附が相談に応じます。

開{雀 j~} 所 開催)-!n 開催 はなしのテーマと
II.¥， 問 11、f !百]

lIl!町集会所
10月2511 10: 30 身も心も

(月)
はつらつ体操

12: 00 (11: 30-12: 00) 

新宮集会所 10月27" 
13: 00 身も心も

(水)
はつらつ体操

14: 00 (13 : 30-14 : 00) 

コミユーアイ 10月28円 11 : 00 尿がおしえるあなたの健

センタ一三好 (木)
康状態~糖尿病の話し~

12: 30 (11・00-11: 30) 

前治集会 所
10月29日

12: 30 尿がおしえるあなたの健

(金)
康状態 ~糖尿病の話し~

14: 00 (12・30-13: 00) 

七和農協
10月29日

II : 00 元気が一番 If I心臓

(金)
病の予防について」

13: 00 (11・30-12・00)

幾島集会所
11月 1日

10: 00 もし 、あ なたががん

(月)
と言われたら

12: 00 (10 : 30-11 : 00) 

石田坂公民館
11月2日

10: 30 もし、あなたががん|

(火)
と言われたら | 

12: 00 (11 : OO-ll : 30) 

コミューティ II月8日
10: 30 

センター中川 (月) 12: 00 

P理路ぷ捗や執務鳴掛i渉~~巧↓J
第15回勤労青少年ホームフェスティバル i

(市文化・産業まつり同時開催)

l' 10月30日(土) チャ リティー ，iIJ1主祭(18:30より)

五所川原吹奏楽団演奏

1: 10月31日(日) 各サークル及び講座生作品展示

はがき絵 ・筆ベン字・手芸 ・陶芸 ・展示即売 ・組ひ

も実演・お茶会 ・ソフ トバレーボール ・チャ リテ

ィーバザー ・模擬売庖

i会場 五所川岡崎少年ホーム (市開脚)

主催 菊栄会 (ホーム利用者の会) ft 34-3602 
民砕骨也管也~ム 小 、 川 ~需品苛砕司砕守幸H台町世需b静~司嘗~古品

11 平成5年10月15日

のびのび赤ちゃん・満1歳

宮森智子ちゃん (ーツ谷)

母・房子さん お と な し い け れ ど 、 声 が 大

きいんですよ。今やっと歩くようになりました。

思 い や り の あ る人に育ってほしいですね。

[>場所

[>時間

すくすく 健 診
市 保健 セ ン タ ー (新町バス停前)

受付 12 : "30か ら

健 診 12 : 45か ら15: 00ま で の 予 定

[>持 参 す る も の 母子健康手帳、 パスタオル

3歳 児に は個人通知いた します。同封のアン

ケー トに記入して、 尿 を小ビ ンに入れて持参

ください。

※注意 ① 3ヵ月健診 に 来 れ な か っ た 方 は、神

経芽細胞腫(小児がん)の検査セットを、母

子 健康予I践 を持参の うえ保 健 環 境 課 窓 口 にも

らいにきてください。②病気療養中 (特に伝

染性の病気)のお子さんはご遠慮ください。

③不明 な点 は 、 保 健 環 境 課に お問い合わせく

ださし、。

月 齢 対象児 期 日 主な内容

3カ月児
H5年 H5年 小児科診察、神経芽細胞腫
7月生まれ 11月9日(;k) セyト配布、育児情報交換等

6カ月児
H 5年

11月16日ω離乳食の試食
4月生まれ 発達相談等

1歳 児
H4年

11月22日(月)
育児情報交換

10月生まれ 発i童相談等

61歳ヵ月児
H 4年

11月30日ω小児科歯科診察
5月生まれ 丈夫主歯と顎になるためのあ・話

3歳児
H 2 {f. 

11月18R(本) 小児科・歯科診察・尿検査
5月生まれ 視聴覚険査等

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、 保健センター“母と子の相
談日(第 I.3金問日)"も御利用ください。



縦●に繊熟「・ 
：灘玉避 驚舞揺 

〔岩木川河川まつり＆コスモスまつり〕 

郵便局から プ レ ゼ ン ト 
010月 1日は簡易保険創業の~~ 

10月1 日に結婚した方、10月1 日に誕生した赤ち 

やんに記念品をさしあげます。 

応募方法 最寄りの郵便局、又はセールスマンへ連 

絡してください。応募締め切り 10月31日 

⑥簡易保険は創業77周年（喜寿） 

お名前に「喜」又は「寿」の漢字のある方、又は、 

「刀歳」ri 9刀年」17月7日」生まれの方 （抽選で 

7,777名の方へ記念品をプレゼント） 

応募方法 はがきに、住所・氏名・年齢・電話番号

を記人して、お近くの郵便局へ。 

応募締め切り 11月30日（火） 

10月10日（日） 

◆フリーマーケツ ト ◆ソレッシュ市場 

〔五所川原商人まつり〕 
10月20日（水）~11月3日（水） 

〈大町商店街振興組合〉 

◆有田焼展、沖縄物産展 10/30（土）・31（日） 

・11/ 1（月）・ 2（火）・ 3（水） 

〈本町商店街振興組合〉 

◆輪なげ、味処プレゼント 10/23 」D 

~ 〈中央通り商店街振興組合〉 

’ ◆馬鹿まつり （大抽選会） 

10/22（金）・23（土）・24（日） 

〈布屋町商店街振興組合〉 

◆ハッピーロード 7周年記念感謝セール 

10/20（水）・21（木）・22（金） 

〈五所川原グリーンスタンプ会〉 

◆お食事会ご招待セール 

-10/20（水）'-25（月）  

◆キャラクターショー ◆熱気球体験搭乗

◆スポーツ広場 ◆そのI也 

トと き 10月23日（土）-10月24日（日） 

トところ 岩木川河川公園（北斗グラウンド） 

ト10月23日（土） 

競技飛行（AM 6:30-) 

熱気球体験搭乗会（AM 9 】 30-il : 30) 

" 	(PM12 】 30- 2 : 00) 
競技飛行（PM 3 】 30---) 

ト10月24日（日） 

競技飛行（AM 6 】 30-) 

熱気球体験搭乗会（AM 9 】 30-il:30) 
表彰式（PM12 】 00- 1 】 00) 

熱気球体験搭乗会（PM12 】 30- 2 】 00) 

（雨天や強風等の気象条件により競技飛行、熱‘ 

気球体験搭乗会が中止になる場合もあります。） 

〈五所川原スタンプ事業協同組合〉 

◆スタンプ・スタンプセーノレ 10/23（土） 

現金つかみ，取りチャンスセール 10/30（土） 

お買物券引換セール 10/31（日） 

〈日専連五所川原会〉 

◆会員拡張キャンペーン 

（※ふれあいフエスティバル） 

10/ 3（日）-11/3（水） 

◆大才由選会 10/31（日） 

⑥へっちよ踊りコンテスト 

ハイカラ町温各上 

10/31（日） 

午前11時 

rブルースカイフェスタ In五所川原’931 
し 第2回環日本海熱気球選手権！ J 
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秋
の
火
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運
動
実
施
期
間

〔岩木川河川まつり&コスモスまつり〕
. キャラクターショー . 熱 気 球 体 験 搭 乗

. スポーツ広場 . その他

10月10日(日)

. フリ ーマーケッ ト - フレツ 、ンュ市場

(ブルースカイフエスタ in五所川原'93)
第2回環日本海熱気球選手権f

十
月
十
八
日
j

二
十
四
日
(
防
火
の
輪

つ
な
げ
て
広
げ
て

惨とき 10月 23 日〈土)~10月 24 日〈日〉

惨ところ 岩 木 川 河 川 公 園 ( 北 斗 グ ラ ウ ン ド〉

砂 10月23日(土〉

競技 飛行 (馴 6 : 30~) 

熱気球体験搭乗会 (AM9 : 30~11 : 30) 

" (PM12 : 30~ 2 : 00) 

競技飛行 (PM3 : 30~) 

惨 10月24日〈日〉

競技 飛行 (馴 6 : 30~) 

熱気球体験搭乗会 (AM9 : 30~11 : 30) 

表 彰式 (PM12: OO~ 1 : 00) 

熱気球体験搭乗会 (PM12 ・ 30~ 2 : 00) 

(雨天や強風等の気象条件により競技飛行、熱

気球体験搭乗会が91j_J:になる場合もあります。)

〔五所川原商人まつり〕
〈五所川原スタンプ事業協同組合〉

. スタンプ ・スタンプセーノレ 10/23(土)

現金つかみ取りチャンスセーノレ 10/30(土)

お買物券引換セーノレ 10/31 (日)

( 1=1専 連 五 所川原会〉

・ 会員拡張キャンベーン

(※ふれあいフェスティノ勺レ)

10/ 3 (日 )~11/ 3 (水)

4砂大抽選会 10/31 (日)
な
く
す
火
事
)

⑨へっ ちょ踊りコンテスト

ハイカラ町路上

10/31 (日)

午前11時

10月 20 日(7]<)~11 月 3 日(7]<)

〈大町商1苫街振興組合〉

・有田焼展、沖縄物産展 10/30 (土)・31(日)

.11/ 1 (月)・2(火)・3(水)

〈本町商庖街振興組合〉

4・輪なげ、味処プレゼント 10/23 (土)

〈中央通り商庖街振興組合〉

・馬鹿まつり(大抽選会)

10/22 (金)・23(土). 24(打)

〈布屋町商庖街振興組合〉

.ハッピーロード 7周年記念感謝セーノレ

10/20 (水)・21(木)・22(金)

〈五所川原グリーンスタンプ会〉

.お食事会ご招待セール

-10/20 (水)~25(月)

ト
お名前に 「喜J y..は 「寿」 の漢字のある方、又は、

r77歳Jr1977年Jr 7月7日J 生まれの方 (抽~で

7，777名のカへ記念品をプレゼン ト)

応募方法 はがきに、住所 ・氏名 ・年齢 ・電話若手号

を記入して、お近くの郵便局へ。

応募締め切り 11月30n (火)

ーと、

J 包レコ.
。10月1日は簡易保険創業の日

10月1日に結婚した方、 10月1日に誕生した赤ち

ゃんに記念品をさしあげます。

応募方j去 最寄りの郵便局、又はセールスマンへ連

絡してください。 応募締め切り 10月31日

@簡易保険は創業77周年(喜寿)

ら郵便局か

12 平成5{1'-lO月15[1
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